平成２８年度　第５回河原地域振興会議
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日　時　　平成２８年１１月２２日（火）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午後２時３０分～
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　場　所　　河原町総合支所第６会議室
〔出席委員〕

竹田　賢一、小谷　加代子、竹内　和義、楮原　典子、倉信　敬、坂本　悦子、安木　均、渡邉　初子、奥谷　仁美、安養寺　幸男　以上１０名

〔欠席委員〕

竹内　文彦、河毛　寛　以上２名
〔企業立地支援課〕

坂本参事、谷口補佐
〔事務局〕

窪田支所長、西尾副支所長、長谷産業建設課長、西山市民福祉課長、

寸村水道局河原営業所所長、前田地域振興課課長補佐

会議次第
１　開　会
２　会長あいさつ
３　報告事項

（１）鳥取市ふれあい収集について【資料１】

（２）布袋工業団地の整備等について【資料２】

４　協議事項
（１）新市域振興ビジョンについて【資料３】
（２）観光パンフレットについて【資料４】
５　その他
６　閉　　会

議事概要
１　開会（事務局）

２　会長あいさつ
３　報告事項

事務局
鳥取市ふれあい収集について【資料1】に基づき説明
企業立地・支援課
布袋工業団地の整備等について【資料２】に基づき説明
委員１
　新たな誘致企業の予定は、ないのか。
企業立地・支援課
　相談中ですが、まだ発表できる状況ではありません。
委員１
　布袋工業団地のマルサンアイは今建築中なのは分かるが、ササヤマは操業をしているのか、全然状況がわからない。山手に整備された工業団地の中のイナテックは出来上がって私個人は、会社を見学させていただいた。しかし、布袋に入られている企業からの会社見学等、案内はないが、企業誘致は予定どおり進んでいるのか。
企業立地・支援課
予定どおり進んでいます。

委員２
　ササヤマの現地採用は、どうなっているのか。
企業立地・支援課
　ササヤマの雇用計画は約５０名で、その中で第１期の雇用計画数が３７名と伺っています。５月末時点で１６名の雇用者数で、おそらく地元採用がほとんどだと思います。（補足：地元雇用正社員１６名）
委員３
　ササヤマは９月に操業するという事で、工場を見てくれという話があり、地元集落でたくさん見学に行ったようだ。説明をしてくれた人が西郷の人で、河原町内の人がたくさんいるようだが、新規採用の方かどうかご存知ないか。
企業立地・支援課
　市として出席したササヤマの竣工式には、説明の方が男女４名社員がおられ、みなさん新規採用者ということです。慣れないことだったとは思いますが、一生懸命工場の説明をされていてとてもフレッシュで、勢いのある企業だと思いました。
委員１
　地域振興会議の委員として、協力もしたいし、会社概要も知っておきたいので、工場（イナテックとササヤマ）を見学させていただき説明をお願いしたい。また、マルサンアイについても完成後には見学させていただくよう配慮願いたい。
事務局
　イナテックとササヤマは、双方の会社の都合がよければ、１月か２月開催の地域振興会議で視察を考えます。また、マルサンアイは６月に操業という事ですので、新しい委員さんでの視察を考えます。
企業立地・支援課
　企業の方もたくさんの方に見ていただきたいという意向ですので、日程を調整させていただきたいと思っています。

委員４
　県外から来られた企業なので職員の方も県外の方が多いと思う。その方達の住まいはどうされているのか。河原にも空き家が多いと思うが、市内から通っておられるのか。
企業立地・支援課
　全てを把握しているわけではありませんが、イナテックの数名の方は叶の方に家を借りておられるようです。若干名、河原の方も借りておられる方もあると聞いています。空き家については、有効に活用していただきたいと思いますが、本人の意向もありますので、相談があれば、企業立地もその辺の事情も説明し、地域の活性化に貢献したいと思っています。
委員４
　空き家がどの位あるのか状況は分からないが、出来るだけ地域の中に入っていただければありがたいと思う。
委員１
　地元の意向も踏まえて、空き家対策にも力を入れていただきたい。
企業立地・支援課
　空き家対策だけに留まらず、酒が美味しいところや鮎が美味しいところ等、地元の色んな良い所をＰＲしていきたいと思います。
委員１
　工業団地の中には建てることは出来ないが、その周辺に建てることも出来るので、空き家がだめなら、良案を考えていただき、人口ができるだけ周辺に集まるように努力していただきたい。
企業立地・支援課

鳥取市に本社を置く、中小製造業を応援します【資料】に基づき説明

委員１
1,500万円ないと補助の対象にならないのか。

企業立地・支援課

1,500万円以上の投資をされている企業で、1,500万円を超えた部分に対して１/２を補助します。1,500万円までの補助については、県が補助制度を設けているので、県の補助制度をご活用していただいて、それ以上になれば、この制度を活用してもらう仕組みになっています。

委員１
何百万単位もあるわけだが、そういうのは対象にならないのか。

企業立地・支援課

同じような制度を設けるより、県と市でそれぞれ補助制度を設けた方が良いという事で、県と連携を取りながら進めさせていただいています。
委員１
５００万円くらいに下げないと、小さい企業は使えない。銀行の高い金利のものを借りないといけなくなるが、今、小口融資はあるのか。

企業立地・支援課

市の小口融資はあります。

企業立地・支援課
（国の）中小企業等経営強化法という法律に基づき、経営力向上構造計画の認定を受けた企業に対して、国は設備投資の固定資産税を半分に軽減する制度を設けています。国の制度に県と市が呼応して計画認定された企業に対し、それぞれ支援して行くという制度設計にしています。1,500万未満の投資に対しては、県の制度を活用して、1,500万円以上のところは、市の制度を利用していただきたいと思います。（補足：県の補助制度は公募制で、審査会を経て決定されます。）
委員１
市は直接、市民と結びついているのだから、出来るだけ小さい企業が有利に使えるよう考えていただきたい。
４　協議事項

事務局
新市域振興ビジョンについて【資料３】に基づき説明
委員５
　空き家対策で西郷地区ではヤドカリ部という専門部会を設けて移住定住、空き家の調査に取組んでいる。また、佐治が中心になって教育研修の民泊を受けているが、来年度、関西方面の子ども達の民泊も受け入れされるという事で用瀬や西郷にも民泊の要請が来ている。振興会議が一つの核になって民泊とか空き家対策の話し合いを進めて行くことができれば、河原町の活性化にもつながると思う。
委員１
　佐治、用瀬、河原、南ブロックが１つになってするのも良いかも分からない。
事務局
観光パンフレットについて【資料４】に基づき説明　

事務局
平成２２年に作成された鳥取市全体のマップの中にこのような図面が入っています。これを新たに作ると、費用がかかるため、残っている原版を活用して、支所の現予算の範囲内で作成した原案を提案させていただいていることをご理解ください。
委員からの意見
　三滝渓から清流茶屋かわはらまで３０分というのはおかしい、どう考えても３０分では行かない。
観光名所で言えば、八上地区には、大義寺、観音寺、最勝寺にも勝るとも劣らん伊良子清伯で有名な正法寺があるのに、地図にない。
　これを見て、一昔前のもののような感じがして興味を引くようなものでない。本当にパンフレットを手に持って見たいというようなものでないと意味がない。
　目立つというより、もっとスッキリあかぬけたようなものが作れないのか。
　同じ作るなら数が少なくても、人の手に取って見るという事が大前提だ。
河原インターチェンジから順々に書いてあるが、河原インターチェンジを中心にして、そこから何分という方が良くないか。

町内の人は分かっているが、町外の人や県外の人が見て行くとなるとインターを中心にインターから出発という方が、分かりやすい。
　最初から細かい字を見させられると、ものすごく引くので、もっと大きい方が良い。
　地図が硬いような感じの地図でなくて、あたたかみのあるような地図の方が良い。
　表紙の焼き物の郷とあるが、焼き物ばかりではないので、工芸の郷という表現にしてほしい。
やなせ窯が一番上にきて牛戸、中井になっているが、やなせ窯の写真がすごく小さくてバランスが悪い。人間国宝になられているのもあるので、バランスを考えて頂きたい。
　字が小さすぎて、もう少しと思うが、これだけあっても読まない。今は調べたいと思ったらスマホでも出来る。出来るのであれば、これに連動したもっと詳しい内容を取れるようなＱＲコードを入れて、詳しい内容が見えるというような形にしたら良い。ＱＲコードを付けて詳しい内容はここを見たら分かるようにして、時期ごとのイベント情報や、桜の開花状況とか、ここを見たら分かるように出来たら良いと思う。
　河原町の下にローマ字で河原町とか入れるのも１つの案じゃないか。
中国語、韓国語までは無理でも、英語だけでも入れた方が良い。
５　その他
事務局
ふれあい文化祭のチラシ【資料】に基づき説明
事務局
　地域振興会議の委員の改選について説明
６　閉　会（会長）１５時５５分
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